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臥龍の渡し二

臥
龍
山
荘
を
眺
め
な
が
ら
、
ユ
ラ
ユ

ラ
と
清
流
肱
川
を
運
航
す
る
『
臥
龍
の

渡
し
』
。
こ
の
渡
し
舟
は
、
昭
和
五
十
五
年
に

始
ま
り
、
柏
木
の
如
法
寺
河
原
と
対
岸

の
臥
龍
山
荘
下
の
河
原
、
約
三
百
メ
ー

ト
ル
を
結
び
ま
す
。

船
頭
は
、
本
町
二
丁
目
の
中
川
恵
玄

さ
ん
(
四
十
六
歳
)
。

渡
し
舟
は
、
四
月
-
日
か
ら
十
月
三

十
一
日
ま
で
、
日
曜
、
祝
日
の
午
前
十
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
運
航
、
ま
た
団
体

予
約
を
す
れ
ば
、
平
日
で
も
可
。

舟
は
、
九
人
乗
り
で
料
金
は
、
片
道

大
人
五
十
円
、
小
人
三
十
円
。

申
し
込
み
先
は
、
大
洲
市
観
光
協
会

告
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民
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龍
苑
宮
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④ 肱川の風景今月号の主な内容

第201固定例市議会……2・3P

大洲市の当初予算………4・5P

市職員の人事異動・・….5・6P

防災行政無線を整備………… 7P

地震の対策を…….........・H ・..8P

AID S (エイズ)・

これだけは矢口っておこう 9P

用途地域の変更…………… 9P

冨士山に遊具を設置…………10P
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第201回

第
二
百
一
回
大
洲
市
議
会
定
例
会
は
、
三
川

v

月
五
日
か
ら
十
四
日
ま
で
十
日
間
の
会
期
で
~

川
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
当
初
予
算
十
九

一
四
件
、
昭
和
六
十
一
年
度
補
正
予
算
七
件
、

一
条
例
制
定
二
件
、
条
例
改
正
十
三
件
、
条
例
日

一
廃
止
一
件
、
人
事
案
件
二
件
、
そ
の
他
二
件
山

一
の
計
四
十
一
件
が
提
出
さ
れ
、
議
案
に
つ
い
九

一
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
一

二
+
品
し
た
。

施

政
大
洲
市
長

昭
和
六
十
二
年
度
の
各
会
計
予
算
案
、

市
政
の
進
む
べ
き
方
向
と
施
策
の
大
綱

を
説
明
い
た
し
ま
す
。

円
高
が
急
速
に
進
行
す
る
中
、
日
本

は
、
諸
外
国
か
ら
貿
易
収
支
の
不
均
衡

是
正
を
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
、
日
本
経
済
は
こ
れ
ま
で
の
輸
出

産
業
主
導
型
か
ら
内
需
産
業
主
導
型
へ

と
変
革
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
国
際
的
な
緊
張
の
高
ま

り
の
中
で
、
国
は
内
需
の
拡
大
を
凶
る

た
め
、
民
間
活
力
の
活
用
と
と
も
に
財

政
対
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
国
、
地
方
を
通
じ
て
財
政

は
赤
字
基
調
で
あ
り
、
円
高
不
況
の
影

響
を
受
け
て
税
収
入
は
減
収
、
財
政
事

情
は
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
高
齢
化
社
会
の
進
行
、
国
際
化
、

情
報
化
な
ど
社
会
経
済
情
勢
も
謹
雑
に

な
っ
て
お
り
、
歴
史
的
な
変
革
を
迫
ら

れ
て
い
る
状
態
で
す
。

こ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ
、
主
体
性
を

持
っ
て
時
代
を
見
極
め
、
積
極
的
に
対

処
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
相
観
待

治
、
か
た
よ
っ
た
判
断
に
な
ら
な
い
よ

方

針

近

白旦

田

う
広
く
見
極
め
な
が
ら
そ
の
調
和
を
図

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

私
は
、
今
ま
で
の
単
な
る
延
長
線
上

で
は
な
く
て
、
新
し
い
選
択
と
創
造
性

の
も
と
に
、
者
実
か
つ
効
果
的
な
対
処

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
て

い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

重

占

施

策

昭
和
六
十
二
年
度
は
、
次
の
六
つ
の

事
項
を
柱
に
重
点
施
策
を
積
極
的
に
推

進
し
ま
す
。

第
一
効
率
的
な
行
財
政
の
運
用
と
施

策
の
重
点
的
推
進

第
二
広
域
的
視
野
に
立
っ
た
行
政
の

展
開
と
拠
点
都
市
機
能
の
充
実

第
三
地
域
産
業
の
活
性
化
対
策
の
推

進

第
四
生
活
環
境
の
整
備
と
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

第
五
健
康
を
守
る
運
動
の
展
開
と
市

民
福
祉
の
充
実

第
六
教
育
の
充
実
と
地
域
文
化
の
振

興
現
在
の
複
雑
か
つ
多
様
化
し
た
社
会

経
済
情
勢
の
も
と
で
は
、
地
方
行
財
政

も
厳
し
い
運
営
に
な
っ
て
き
ま
す
。

私
は
、
中
長
期
的
展
望
の
も
と
、
財

源
の
重
点
的
か
つ
効
率
的
執
行
に
努
め
、

課
題
実
現
の
た
め
、
最
善
を
尽
く
し
ま

す。

予

算

の

概

要

昭
和
六
十
二
年
度
予
算
の
概
要
を
説

明
い
た
し
ま
す
。

当
初
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
国
、
県

の
補
助
事
業
な
ど
財
源
の
不
確
定
な
も

の
は
、
次
期
以
降
に
予
算
措
置
を
す
る

こ
と
と
し
、
骨
格
的
予
算
(
注
参
照
)

と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。

以
上
の
方
針
に
よ
っ
て
、
当
初
予
算

十
品
、

一
般
会
計

- 2 ー

七
十
七
億
四
千
万
円

特
別
会
計

四
十
九
億
四
千
三
百
六

十
四
万
円

十
八
億
九
千
六
十
五
万

円百
四
十
五
億
七
千
四
百

二
十
九
万
円

と
な
り
ま
す
。

※
注
(
骨
格
予
算
〕
国
が
年
度
当
初

に
暫
定
予
算
を
組
む
こ
と
に
よ
り
、
地

方
公
共
団
体
が
政
策
的
経
費
を
抑
え
、

人
件
費
な
ど
義
務
的
経
費
の
み
を
主
体

と
し
て
編
成
す
る
予
算

企
業
会
計

h-
仁ヨ

言十
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条

例

関

係

七
十
六
万
八
千
円

五
十
八
万
七
千
円

収
入
役
五
十
万
九
千
円

V
教
育
長
の
給
与
、
旅
費
及
び
勤
務
時

間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

教
育
長
の
給
料
月
額
が
、
四
十
八
万

千
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

V
大
洲
市
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

職
員
が
出
張
す
る
場
合
の
日
当
、
宿

泊
料
な
ど
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

V
大
洲
市
公
の
施
設
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

池
田
簡
易
水
道
施
設
及
び
公
営
住
宅

野
田
団
地
を
設
置
す
る
た
め
、
こ
の
条

例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

V
大
洲
市
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

こ
の
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の
で

す。V
大
洲
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
こ
の
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
も

の
で
す
。

V
大
洲
市
交
通
安
全
対
策
会
議
条
例
の

一
部
改
正

日
本
国
有
鉄
道
改
革
法
等
国
鉄
関
連

法
の
公
布
に
伴
い
、
こ
の
条
例
を
一

1

改
正
し
た
も
の
で
す
。

V
大
洲
市
簡
易
水
道
使
用
条
例
の
一
部

改
正池
田
簡
易
水
道
設
置
に
伴
い
、
こ
の

条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
o

v
大
洲
市
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

消
防
団
の
機
構
改
革
、
ま
た
一
般
職

員
の
旅
費
改
正
に
準
じ
て
こ
の
条
例
の

一
部
一
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

V
大
洲
市
高
齢
者
生
き
が
い
対
策
肉
用

牛
貸
付
事
業
基
金
条
例
の
廃
止

愛
媛
県
高
齢
者
生
き
が
い
対
策
肉
牛

飼
育
事
業
が
完
了
す
る
た
め
、
ご
の
条

例
を
廃
止
し
た
も
の
で
す
。

V
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

公
平
委
員
会
委
員
が
、
昭
和
六
十
二

年
二
一
月
二
十
二
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
る
の
で
、
後
任
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
議
会
の
同
意
を
求
め
た
も
の
で
す
。

新
し
い
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
吉
田
利
男
(
大
洲
、
七
十
歳
)
再

O
熊
野
良
一
(
春
賀
、
六
十
七
歳
)
再

O
栗
田
康
丸
(
新
谷
、
六
十
歳
)
新

V
画
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

倦
田
勝
美
委
員
が
、
昭
和
六
十
二
年

二
一
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
た
め
、
後
任
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
議
会
の
同
意
を
求
め
た
も
の
で
す
。

委
員
は
、
次
の
人
で
す
。
(
再
)

O
檎
田
勝
美
(
八
多
喜
、
六
十
三
歳
)

画

昭
和
位
年
度
の
重
点
施
策

企池田簡易水道施設

V
効
率
的
な
行
財
政
の
運
用
と
施
策

の
重
点
的
推
進

健
全
財
政
を
堅
持
し
な
が
ら
、
行

政
事
務
の
簡
素
合
理
化
に
努
め
、

O

A
化
の
推
進
、
情
報
活
動
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

V
広
域
的
視
野
に
立
っ
た
行
政
の
展

開
と
拠
点
都
市
機
能
の
充
実

肱
川
流
域
総
合
開
発
に
つ
い
て
は

昨
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
提
言
を

も
と
に
、
関
係
町
村
と
協
調
し
て
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

主
要
道
路
網
の
整
備
は
、
国
道
大

洲
バ
イ
パ
ス
の
着
工
、
新
冨
土
橋
の

完
成
な
ど
順
次
整
備
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
今
後
四
国
縦
貫
自
動
車
道
な
ど

の
建
設
促
進
に
努
力
し
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
事
業
は
、
昭
和

六
十
二
年
度
に
関
係
町
村
と
協
力
し

て
基
本
計
画
を
策
定
し
、
肱
川
流
域

の
活
性
化
の
た
め
情
報
シ
ス
テ
ム
化

の
普
及
促
進
を
図
り
ま
す
。

ア
グ
リ
ト
ピ
ア
構
想
、
五
郎
地
区

の
特
定
河
岸
地
水
害
対
策
事
業
、
嵩

富
川
改
修
事
業
な
ど
も
積
極
的
に
推

進
し
ま
す
。

V
地
域
産
業
の
活
性
化
対
策

工
場
の
誘
致
促
進
に
つ
い
て
は
、

昭
和
六
十
一
年
度
に
奨
励
措
置
の
充

実
を
図
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
さ

V
大
洲
市
農
業
集
落
排
水
事
業
に
係
る

分
担
金
徴
収
条
例

八
多
喜
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
に

必
要
な
経
費
に
つ
い
て
、
受
益
者
か
ら

の
分
担
金
徴
収
を
定
め
た
も
の
で
す
o

v
大
洲
市
都
市
計
画
特
別
工
業
地
区
建

築
条
例
工
業
専
用
地
域
を
廃
止
し
、
特
別
工

業
地
区
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
特
別

工
業
地
区
に
お
け
る
土
地
利
用
の
適
正

化
、
効
率
化
を
図
る
た
め
、
建
築
物
の

制
限
、
禁
止
を
行
い
、
環
境
の
保
全
を

図
る
も
の
で
す
。

V
大
洲
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
支
給

条
例
の
一
部
改
正

一
般
職
員
の
給
与
、
他
の
地
方
公
共

団
体
の
実
情
を
考
慮
し
て
議
員
な
ど
の

報
酬
、
旅
費
の
日
当
な
ど
が
次
の
よ
う

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

報
酬
月
額
議
会
議
長
三
十
五
万
円
、

議
会
副
議
長
二
十
八
万
四
千
円
、
議
会

議
員
二
十
五
万
九
千
円

旅
費
目
当
議
会
議
長
、
副
議
長
、
議

員
が
二
千
二
百
円
、
監
査
委
員
、
区
長

会
長
、
公
民
館
長
な
ど
は
千
九
百
円

V
特
別
職
員
の
給
与
及
び
そ
の
他

の
給
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

一
般
職
員
の
給
与
、
他
の
地
方
公
共

団
体
の
実
情
を
考
慮
し
て
、
特
別
職
の

職
員
の
給
料
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

給
料
月
額

市

長

助

役

ら
に
用
地
の
先
行
取
得
、
造
成
に
努

め
る
と
共
に
、
情
報
活
動
の
強
化
を

関
り
ま
す
。

観
光
に
つ
い
て
は
、
滞
在
型
リ
ゾ

ー
ト
基
地
ο

つ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

家
族
旅
行
村
整
備
事
業
に
着
手
し
、

さ
ら
に
冨
士
山
公
園
の
整
備
を
行
い

ま
す
。

V
生
活
環
境
の
整
備
と
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
の
推
進

市
道
平
地
慶
雲
寺
線
並
び
に
弁
天

田
野
々
線
は
、
重
点
路
線
と
し
て
整

備
を
促
進
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
整
備
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
に
、
肱
南
地
民
第
ふ
期
事
業

認
可
面
積
八
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
申

請
を
し
ま
す
。

V
健
康
を
守
る
運
動
の
展
開
と
市
民

福
祉
の
充
実

保
健
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て
保

健
指
導
、
疾
病
予
防
運
動
を
展
開
し

ま
す
。
ま
た
老
人
福
祉
活
動
に
一
層

力
を
い
れ
て
い
き
ま
す
。

V
教
育
の
充
実
と
地
域
文
化
の
振
興

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
教
職
員

の
研
究
活
動
を
充
実
し
て
資
質
の
向

上
を
図
り
、
児
童
、
生
徒
の
豊
か
な

人
間
性
を
育
成
し
ま
す
。

ま
た
、
平
野
公
民
館
の
整
備
、
総

合
体
育
館
建
設
に
着
手
し
ま
す
。

← 3 



昭和62年5月1日

成編を算予的格

おおず

... 
同

広報

一般会計

??億4，000万円
一般会計(当初予算の規模)

歳

一
般
会
計
の
歳
入
予
算
額
は
、
七
十

七
億
四
千
万
円
(
円
グ
ラ
フ
参
照
)
で

す。
こ
の
う
ち
自
主
財
源
(
市
税
、
繰
越

金
、
分
担
金
お
よ
び
負
担
金
、
使
用
料
、

手
数
料
な
ど
)
は
、
三
十
四
億
九
千
七

百
八
十
三
万
円
で
、
四
五
・
二
%
を
占

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
依
存
財
源
(
地
方
交
付
税
、

国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、
市
債
な
ど
)

は
四
十
二
億
四
千
二
百
十
七
万
円
で
あ

り
、
歳
入
に
占
め
る
割
合
は
、
五
四
・

八
%
で
す
。

58年度

59年度

60年度

61年度

62年度

入
前
年
と
比
べ
て
み
る
と
、
市
税
(
市

民
税
、
固
定
資
産
税
、
た
ば
こ
消
費
税
、

電
気
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
)
に
つ
い

て
は
、
前
年
比
八
・
三
%
(
約
二
億
四

千
万
円
)
の
減
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
方
交
付
税
が
、
前
年
比

一
七
・
九
%
(
約
三
億
四
千
万
円
)
の

増
、
国
庫
支
出
金
は
四
・
七
%
減
(
約

五
千
万
円
)
減
少
と
な
っ
て
、
一
般
会

計
の
歳
入
全
体
と
し
で
は
、
前
年
比

0

・
一
一
一
%
(
二
千
万
円
)
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

歳

{
総
務
費
一

V
庁
舎
管
理
業
務
委
託
料

十
二
万
円

V
集
会
所
(
保
子
野
)
建
設
事
業
費

九
百
六
十
五
万
円

V
財
政
調
整
基
金
積
立
金
三
千
五
百

四
十
万
円

V
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
(
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
、
ヵ

i
ブ
ミ
一
フ
l
)

九
百
三

十
五
万
円

V
選
挙
費
愛
媛
県
議
会
議
員
(
四
月

二
十
九
日
任
期
満
了
)
、
農
業
委
員
会
委

員
(
九
月
二
十
一
日
任
期
満
了
)
の
選
挙

費
に
九
百
万
円

一
民
生
費
一

V
社
会
福
祉
総
務
費
国
民
健
康
保
険

高
額
療
養
費
貸
付
金
に
千
四
百
万
円
。

千
八
百
九

歳入一般会計
出老

人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金
に
一
億
五

百
三
十
二
万
円
。
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
繰
出
金
に
五
千
五
百
七
万
円
。
大

洲
市
福
祉
基
金
出
掛
(
し
ゆ
っ
え
ん
)

金
に
一
千
万
円

V
老
人
福
祉
費
敬
老
年
金
(
八
十
歳

以
上
に
支
給
)
に
六
百
五
十
万
円
。
老

人
ク
ラ
ブ
育
成
事
業
補
助
金
(
五
十
四

ク
ラ
ブ
)
に
三
百
九
十
一
万
円
。
ひ
と

り
暮
し
老
人
愛
の
一
声
訪
問
事
業
に
四

百
三
十
二
万
円
、
敬
老
会
補
助
金
に
二

百
八
十
六
万
円

V
同
和
対
策
費
愛
媛
県
同
和
対
策
協

議
会
大
洲
支
部
補
助
金
に
千
百
十
七
万

円
。
地
域
改
善
対
策
事
業
(
下
排
水
路

整
備
)
に
二
百
六
十
万
円

V
大
洲
学
園
地
域
開
放
事
業
に
百
八
十 市税

26{意4，279万円

(34.2%) 
国庫支出金

10億2，909万円

(13.3%) 

地方交付税

22億7，197万円

(29.4%) 

- 4 -

万
円一衛
生
費
}

V
保
健
衛
生
総
務
費
病
院
群
輪
番
制

病
院
運
営
事
業
負
担
金
に
三
千
六
十
四

万
円
。

V
健
康
都
市
推
進
費
市
町
村
母
子
保

健
事
業
、
婦
人
の
健
康
守
つ
く
り
推
進
事

業
な
ど
に
五
百
九
十
七
万
円

V
清
掃
総
務
費
廃
棄
物
処
理
施
設
整

備
計
画
策
定
調
査
委
託
料
に
千
六
百
四

万
円
V
じ
ん
芥
処
理
費
不
燃
物
分
別
作
業

委
託
料
に
四
百
八
十
万
円

V
し
尿
処
理
費
大
洲
喜
多
衛
生
事
務

組
合
負
担
金
に
一
億
二
百
六
十
八
万
円
。

{
農
林
水
産
費
}

V
農
業
振
興
費
水
田
農
業
確
立
対
策



推
進
事
業
に
子
三
百
五
十
八
万
円
。
大

洲
市
ま
ち
守
つ
く
り
委
員
会
補
助
金
に
二

百
八
十
万
円
。

V
新
農
業
構
造
改
善
事
業
費
補
助
金

(
新
谷
地
区
同
報
無
線
)
千
七
百
二

十
八
万
円
。

V
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
(
農
道

出
号
線
改
良
工
事
)
四
千
六
百
三
十
六

万
円
。

V
農
村
基
盤
総
合
整
備
事
業
五
千
三

十
八
万
円
(
ほ
場
整
備
、
農
道
舗
装
)

0

{
商
工
費
}

V
家
族
旅
行
村
関
係
経
費
千
二
十
四

万
円
(
地
形
測
量
な
ど
)
。

{
土
木
費
}

V
道
路
橋
り
ょ
う
総
務
費
道
路
台
帳

整
備
委
託
料
に
四
千
二
百
五
十
万
円
。

昭和62年5月1日

昭和62年度当初予算

おおず広報

145億7，429万円総額

V
道
路
維
持
費
道
路
維
持
原
材
料
費

に
五
百
万
円
、
同
修
繕
工
事
費
に
一
千

万
円

V
道
路
新
設
改
良
費
平
地
慶
雲
寺
線

道
路
改
良
工
事
に
八
千
五
百
七
十
四
万

円
。
臨
時
地
方
道
整
備
事
業
に
六
千
万

円
。
県
工
事
負
担
金
(
道
路
分
)
に
三

千
三
百
万
円
。

V
橋
り
ょ
う
新
設
改
良
費

本
久
橋
、
下
松
尾
橋
橋
り
ょ
う
新
設

改
良
事
業
負
担
金
に
合
わ
せ
て
♂
一
千
万

円V
都
市
下
水
路
費
新
町
地
区
下
排
水

路
事
業
に
千
二
百
万
円
。
市
単
独
下
排

ぷ
路
工
事
に
七
百
五
十
万
円

V
公
園
整
備
費
冨
士
山
公
園
整
備
事

業
に
四
千
七
百
八
十
四
万
円

V
花
と
緑
の
都
市
モ
デ
ル
事
業
費

肱
南
ポ
ケ
ッ
ト
パ

1
ク
整
備
工
事
に
一

億
二
千
七
百
九
十
二
万
円

V
大
洲
停
車
場
南
線
整
備
事
業
(
地
方

道
路
整
備
、
街
路
事
業
)
一
億
九
千

八
百
八
十
五
万
円

V
住
宅
建
設
費
公
営
住
宅
堀
の
内
団

地
建
設
事
業
(
昭
和
日

1
臼
年
度
)
に

一
億
四
百
五
万
円

{
消
防
費
一

V
大
川
分
団
第
一
部
消
防
車
庫
及
び
詰

所
新
築
事
業
費
四
百
十
五
万
円
。

V
大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合
負
担

金
一
億
五
千
百
六
十
，
一
万
円

V
市
防
災
行
政
無
線
施
設
整
備
事
業
負

担
金
に
二
百
八
十
八
万
円

一
教
育
費
}

大洲市の昭和62年度当初予算t;l:，般会計、

特別会計、企業会計を合わせ総額145億7，429

万円になります。前年度に比べ、 1億7，225万

円、1.2%の減です。

内訳は、次のと 4三りです。

一般会計 77億4，000万円(前年比0.3%増)

特別会計 49億4，364万円(前年比2.6%減)

企業会計四億9，065万円(前年比3.1%減)

日本は、諸外国から貿易収支の不均衡是正

を強く求められ、内需拡大のため、財政対策

を進めてきました。しかし、財政は国・地方

を通じて赤字基調であり、円高不況の影響を

受けて税収入は減収、ますます財政事情は深

刻になってきています。現在の社会経済情勢

で、は、厳しい地方行財政運営を余儀なくされ

ることは、必至です。

園、地方の厳しい財政の現状を踏まえ、当

初予算案においては、一部を除く園、県の補

助事業など財源の不確定なものについては、

次期以降に予算措置をすることとし、当初予

算案は、骨格的予算として編成しました。

V
小
学
校
備
品
購
入
費
八
百
二
万
円

V
中
学
校
。
五
百
二
一
十
二
万
円

V
神
伝
流
泳
法
伝
承
事
業
補
助
金
二

十
万
円

V
矢
野
玄
道
没
百
周
年
記
念
事
業
補
助

金
四
十
万
円

V
公
民
館
及
び
分
館
活
動
補
助
金

二
千
二
百
七
万
円

V
図
書
館
用
備
品
(
図
書
)
購
入
費

二
百
七
十
万
円

γ一
子
級
講
座
費
問
百
九
万
円

(
青
年
学
級
、
生
涯
学
習
講
座
、

P
T

A
大
学
な
ど
)

V
市
同
和
教
育
研
究
協
議
会
補
助
金

八
百
三
十
九
万
円

V
総
合
体
育
館
設
計
、
地
質
調
査
委
託

料
千
八
百
八
十
万
円

特

A
E
 
E
+
l
 
一一=ロ

男Ij

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

療
養
諸
費
に
十
五
億
一
千
四
十
八
万

円
、
高
額
療
養
費
に
一
億
七
千
六
百
二

十
九
万
円
。
老
人
保
健
拠
出
金
に
七
億

四
百
九
十
万
円

老
人
保
健
特
別
会
計

医
療
諸
費
に
二
十
億
四
千
三
百
七
十

万
円
簡
易
水
道
特
別
会
計

森
山
簡
易
水
道
整
備
事
業
に
千
七
百

十
五
万
円

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

管
路
施
設
工
事
に
一
億
四
百
七
十
八

万
円

J九
iι 

A
E
 

業

計
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水
道
事
業
会
計

柏
木
亀
山
送
配
水
管
布
設
替
工
事
に

二
千
五
百
九
十
万
円

Jヱbス、 計 日リ 当初予算 対前年増減比

般 lZL ミ 三PJzL 77億4，0∞万円 0.3% 

国民健康保険 25億9，401万円 12.5% 

特
国保診療所 3，502万円 ム26.2%

老人保健 20{;意4，725万円 ム12.1%

lJU 
筒 易 水 道 7，227万円 ム68.4%

と 畜 場 34万円 ム80.7%

1五〉、 交通傷害保障
784万円 2.0% 

土地取得造成 441万円 ム46.1%

計
住宅新築資金等貸付 6，017万円 ム58.6%

農業集落排水事業 H意2，233万円

計 49{意4，364万円 ム 2.6%

i入じ
水 道 4{意5，030万円 ム1.0%

国民宿舎 11.意 199万円 ム 5.1%
業
病 院 13{;意3，056万円 ム 3.6%

左3コ込L 

工 業用水道 780万円 ム 4.5%
計
小計 18億9，065万円 ム 3.1%

E口L 145億7，429万円 ム1.2%

昭和62年度大洲市当初予算
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おおず広報

市職員の人事異動昭和62年度

大
洲
市
は
、
四
月
一
日
付
で
百
二
十

人
の
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

今
回
の
異
動
の
基
本
方
針
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

①
昭
和
六
十
二
年
度
の
施
政
方
針
と
重

点
施
策
に
対
す
る
人
材
を
配
置

②
適
材
適
所
主
義
の
原
則
に
立
っ
て
、

人
材
を
抜
擢
(
ば
っ
て
き
)
登
用

③
機
構
な
ど

V
部
長
職
の
交
替
に
よ
り
、
各
部
門

の
交
流
を
進
め
る
。

V
行
政
事
務
の

O
A
化
を
進
め
る
た

め
、
総
務
部
総
務
財
政
課
に
電
算

係
を
新
設
し
、
具
体
的
に
取
り
組

む。

V
主
要
事
業
を
強
力
に
推
進
す
る
た

め
、
都
市
整
備
課
に
若
手
の
人
材

を
増
員
し
た
。
ま
た
、
福
祉
事
業

推
進
の
た
め
、
福
祉
事
務
所
一
に
一

人
増
員
し
た
。

異
動
し
た
人
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

O
は
汗
任
主
、
(
)
は
旧
任

本

庁

関

係

一
部
長
一

V
総
務
部
長
河
野
瑞
雄
(
産
業
経
済

部
長
)

V
産
業
経
済
部
長
中
野
公
二

(
建
設
部
長
)

V
建
設
部
長
吉
川
徳

行
(
大
洲
病
院
事
務
長
)

V
大
洲
病
院

事
務
長

O
橋
田
輝
雄
(
総
務
財
政
課
長
)

一
課
長
・
主
幹
一

V
総
務
財
政
課
長
冨
永
潤
(
都
市
整

備
課
長
)

V
保
険
衛
生
課
長
二
宮
忠

昭
(
農
業
開
発
課
長
)

V
同
和
対
策
課

長
O
首
藤
馨
(
総
務
財
政
課
主
幹
兼
課

長
補
佐
)

V
農
業
開
発
課
長

O
政
所
義

之
(
農
業
開
発
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
)

V
農
業
土
木
課
長
中
野
実
(
同
和
対

策
課
長
)

V
都
市
整
備
課
長
浅
野
始

(
水
道
課
長
)

V
水
道
課
長
品
田
祐

三
(
農
業
土
木
課
長
)

V
教
委
教
育
次

長
兼
総
務
課
長
朝
日
安
男
(
総
務
課

長
)

V
教
委
社
会
教
育
体
育
課
長
笹

山
富
夫
(
監
査
事
務
局
長
)

V
監
査
事

務
局
長
山
本
章
人
(
保
険
衛
生
課
長
)

V
農
業
委
員
会
事
務
局
長

O
池
田
幸
徳

(
農
業
委
員
会
主
幹
兼
次
長
兼
農
地
係

長
)

V
都
市
整
備
課
主
幹
兼
課
長
補
佐

O
松
井
健
(
都
市
整
備
課
長
補
佐
)

一
課
長
補
佐
一

V
総
務
財
政
課
長
補
佐
兼
電
算
係
長

堀
江
泰
幸
(
市
長
公
室
次
長
兼
職
員
係

長
)

V
同
和
対
策
課
長
補
佐
兼
調
整
係

長
兼
業
務
係
長
新
多
勉
(
大
洲
学
園

長
補
佐
兼
庶
務
係
長
)
マ
大
洲
学
園
長

補
佐
長
田
靖
彬
(
学
校
教
育
課
長
補

佐
兼
学
校
教
育
係
長
)

V
農
業
開
発
課

長
補
佐

O
大
野
茂
則
(
農
業
開
発
課
事

務
専
門
員
兼
農
政
係
長
)

V
農
業
土
木

課
長
補
佐
兼
工
務
第
一
係
長

O
滝
野
満

徳
(
建
設
課
技
術
専
門
員
兼
維
持
係
長
)

V
学
校
教
育
課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
係

長
O
石
間
重
利
(
農
業
土
木
課
事
務
専

門
員
兼
管
理
係
長
)

{
専
門
員
}

マ
総
務
財
政
課
事
務
専
門
員
兼
文
書
係

長
兼
交
通
安
全
係
長
矢
野
宇
(
市
長

公
室
事
務
専
門
員
兼
業
務
係
長
)

V
農

業
開
発
課
事
務
専
門
員
兼
農
政
係
長

藤
本
卓
一
(
都
市
整
備
課
事
務
専
門
員

兼
管
理
係
長
)

V
農
業
開
発
課
事
務
専

門
員
兼
開
発
第
一
係
長

O
白
石
隆
寿

(
農
業
開
発
課
開
発
第
一
係
長
)

V
農

業
土
木
課
事
務
専
門
員
兼
管
理
係
長
。

井
上
修
(
総
務
財
政
課
文
書
係
長
兼
交

通
安
全
係
長
)

V
建
設
課
技
術
専
門
員

兼
工
務
第
一
係
長

O
柁
原
明
敏
(
建
設

課
工
務
第
一
係
長
)

V
建
設
課
技
術
専

門
員
兼
維
持
係
長
下
岡
節
久
(
農
業

土
木
課
技
術
専
門
員
兼
工
務
第
一
係
長
)

V
事
務
専
門
員
兼
上
須
戒
連
絡
所
長

O
二
宮
次
夫
(
上
須
戒
連
絡
所
長
)

V
都
市
整
備
課
事
務
専
門
員
兼
管
理
係

長
O
主
井
恒
雄
(
平
野
連
絡
所
長
)

マ
大
洲
学
園
事
務
専
門
員
兼
庶
務
係
長

。
白
石
肇
(
福
祉
事
務
所
保
護
係
長
)

γ一
子
校
給
食
セ
ン
タ
ー
事
務
専
門
員
兼

庶
務
係
長
富
田
重
広
(
大
洲
学
園
事

務
専
門
員
兼
職
業
指
導
第
一
係
長
)

一
係
長
一

V
市
長
公
室
職
員
係
長
兼
広
報
広
聴
係

長
O
神
元
崇
(
企
画
情
報
室
主
査
)

V
企
画
情
報
室
企
画
係
長
小
島
健
市

(
農
業
委
員
会
農
政
係
長
)

V
総
務
財

政
課
財
政
第
二
係
長

O
蔵
田
伸
一
(
総

務
財
政
課
主
査
)

V
税
務
課
固
定
資
産

税
係
長
西
山
隆
夫
(
特
定
事
業
対
策

室
業
務
第
一
係
長
)

V
市
民
課
市
民
係

長
O
柴
田
ミ
チ
子
(
市
長
公
室
主
査
)

V
福
祉
事
務
所
保
護
係
長

O
金
野
茂
生

(
福
祉
事
務
所
主
査
)

V
特
定
事
業
対

策
室
業
務
第
一
係
長
三
瀬
正
勝
(
大

川
連
絡
所
長
)
亨
農
業
委
員
会
農
政
係

長
兼
農
地
係
長
堀
泰
男
(
菅
田
連
絡

所
長
)

V
大
洲
学
園
児
童
指
導
係
長

O

谷
剖
百
合
子
(
大
洲
保
育
所
主
任
保
母
)

V
清
和
国
業
務
係
長

O
小
越
久
満
(
清

和
園
、
王
査
)

V
平
野
連
絡
所
長

O
二
宮

隆
久
(
農
業
開
発
課
主
査
)

V
菅
団
連

絡
所
長

O
西
川
博
治
(
税
務
課
主
査
)

V
大
川
連
絡
所
長

O
大
石
徹
男
(
建
設

課
主
査
)

一
主
査
一

V
市
長
公
室
主
査
菅
原
一
子
(
税
務

課
)

V
市
長
公
室
主
査
O
松
田
異
(
市

長
公
室
)

V
企
画
情
報
室
主
査

O
水
関

裕
二
(
企
画
情
報
室
)

V
税
務
課
主
査

福
田
愛
子
(
大
洲
病
院
)

V
税
務
課

主
査
大
野
愛
子
(
学
校
教
育
課
)

V
税
務
課
主
査

O
河
野
浩
明
(
税
務
課
)

V
税
務
課
主
査

O
谷
岡
明
(
税
務
課
)

V
市
民
課
主
査
大
野
令
子
(
建
設
課
)

V
保
険
衛
生
課
主
査
田
中
美
知
子

(
市
民
課
)

V
福
祉
事
務
所
主
査

O
木

戸
高
志
(
福
祉
事
務
所
)
亨
福
祉
会
館

、王査

O
西
山
茂
寿
(
福
祉
会
館
)

V
農

業
開
発
課
主
査

O
松
本
政
志
(
農
業
開

発
課
)

V
建
設
課
主
査
山
本
ミ
ナ
エ

(
保
険
衛
生
課
)

V
建
設
課
主
査
今

川
英
治
(
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
)

V
都

市
整
備
課
主
査

O
村
上
英
二
郎
(
都
市

整
備
課
)

V
議
会
事
務
局
主
査

O
山
田

隆
司
(
議
会
事
務
局
)

V
学
校
教
育
課

主
査
山
本
美
智
子
(
税
務
課
)

V
博

物
館
主
査

O
山
本
数
道
(
博
物
館
)

V

大
洲
病
院
主
査
木
村
昭
博
(
大
洲
病

院
)一
主
事
な
ど
一
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おおず

V
総
務
財
政
課
新
野
武
男
(
農
業
開

発
課
)

V
総
務
財
政
課
平
田
隆
志

(
税
務
課
)

V
税
務
課
福
岡
稔
(
市

民
課
)
V
市
民
課
中
岡
透
歪
(
徳
森
児

童
セ
ン
タ
ー
)

V
福
祉
事
務
所
藤
田

照
子
(
大
洲
病
院
)

V
徳
森
児
童
セ
ン

タ
ー
久
保
明
敬
(
社
会
教
育
体
育
課
)

V
保
健
セ
ン
タ
ー
藤
本
千
鶴
(
平
野

連
絡
所
)

V
農
業
開
発
課
池
田
文
昭

(
総
務
財
政
課
)

V
農
業
開
発
課
森

岡
義
明
(
農
業
土
木
課
)

V
都
市
整
備

課
篠
原
雅
人
(
総
務
財
政
課
)

V
大

洲
学
園
川
野
広
明
(
中
央
公
民
館
)

V
大
洲
学
園
菊
地
慶
子
(
菅
田
保
育

所
)

V
大
洲
学
園
吉
田
葉
子
(
粟
津

保
育
所
)

V
大
洲
学
園
清
中
祥
子

(
南
久
米
保
育
所
)

V
清
和
園
高
橋

玲
子
(
大
成
保
育
所
)

V
大
洲
病
院

久
保
田
千
恵
子
(
清
和
園
)

V
社
会
教

育
体
育
課
栗
田
浩
治
(
都
市
整
備
課
)

V
平
野
連
絡
所
谷
本
加
代
(
上
須
戒

連
絡
所
)

V
上
須
戒
連
絡
所
白
石
恒

チ
(
保
健
セ
ン
タ
ー
)

V
中
央
公
民
館

菊
池
章
(
大
洲
学
園
)

{
そ
の
他
}

V
総
務
部
付
林
タ
ツ
子
(
新
谷
保
育

所
長
)

V
総
務
部
付
上
村
孝
広
(
税

務
課
固
定
資
産
税
係
長
)

広報

大

洲

病

院

昭和62年5月1日

V
医
局
長
兼
内
科
第
二
部
長

O
寺
岡
賢

治
(
内
科
第
二
部
長
)

V
総
婦
長

O
新
武
子
(
総
婦
長
代
理
兼

婦
長
)

V
副
総
婦
長
兼
外
来
担
当
婦
長

。
大
野
ツ
ヤ
子
(
婦
長
)

V
婦
長

O
谷

本
珪
子
(
副
婦
長
)

V

婦
長

O
浜
本
清

香
(
副
婦
長
)

V
副
婦
長

O
佐
々
木
智

子
(
技
師
)

V
副
婦
長

O
片
倉
千
津
子

(
技
師
)

V
検
査
第
二
係
長

O
永
原
重

子
(
主
査
)

V
薬
局
第
二
係
長

O
袖
岡

茂
徳
(
主
査
)
イ呆

τt買
同

所

V
事
務
専
門
員
兼
大
洲
保
育
所
長

O
友

松
豊
子
(
大
洲
保
育
所
長
)

V
肱
南
保

育
所
長
吉
岡
喜
美
子
(
大
成
保
育
所

長
)

V
大
成
保
育
所
長
佐
相
己
民
二
大

洲
学
園
児
童
指
導
係
長
)

V
新
谷
保
育

所
長
渡
辺
圭
子
(
上
須
戒
保
育
所
長
)

V
上
須
戒
保
育
所
長
鷹
尾
正
子
(
肱

南
保
育
所
長
)

V
大
洲
保
育
所
主
任
保

母
中
田
幸
子
(
粟
津
保
育
所
)

V
喜

多
保
育
所
主
任
保
母
福
岡
ヒ
サ
コ

(
菅
田
保
育
所
)

V
菅
臼
保
育
所
主
任

保
母
品
田
妙
子
(
喜
多
保
育
所
)

V
粟
津
保
育
所
主
任
保
母

O
石
山
幸
子

(
大
洲
保
育
所
)

V
大
洲
保
育
所
富

永
治
代
(
粟
津
保
育
所
)

V
大
洲
保
育

所
入
野
圭
子
(
徳
森
保
育
所
)

V
喜

多
保
育
所
武
井
里
美
(
柳
沢
保
育
所
)

V
喜
多
保
育
所
山
本
美
恵
子
(
南
久

米
保
育
所
)

V
徳
森
保
育
所
深
井
多

恵
子
(
上
須
戒
保
育
所
)

V
徳
森
保
育

所
西
山
正
千
江
(
大
洲
学
園
)

V
南

久
米
保
育
所
矢
野
笑
加
(
大
洲
学
園
)

V
南
久
米
保
育
所
池
田
秀
美
(
喜
多

保
育
所
)

V
菅
田
保
育
所
矢
畑
恵
美

子
(
徳
森
保
育
所
)

V
大
成
保
育
所

亀
井
ひ
と
み
(
大
洲
保
育
所
)

V
柳
沢

保
育
所
三
井
喜
美
(
新
谷
保
育
所
)

V
新
谷
保
育
所
浅
野
小
寿
枝
(
肱
北

保
育
所
)

V
三
善
保
育
所
伊
達
と
も

子
(
大
洲
保
育
所
)

V
三
善
保
育
所

村
上
玲
子
(
大
洲
学
園
)

V
粟
津
保
育
一

所
増
岡
典
子
(
三
善
保
育
所
)
亨
上
「

須
戒
保
育
所
谷
本
絹
チ
(
喜
多
保
育
吋

所
)

新

規

採

用

V
総
務
財
政
課
三
好
治
V
税
務
課

福
居
長
幸
V
市
民
課
西
尾
幸
枝
V
福

祉
事
務
所
村
上
司
V
農
業
土
木
課

窪
田
敬
V
建
設
課
門
多
広
樹
V
都
市

整
備
課
楠
野
修
V
大
洲
学
園
湯
川

敏
子
V
大
洲
学
園
山
下
美
紀
V
大
洲

学
園
村
上
昭
一

V
徳
森
保
育
所
大

藤
治
美
V
柳
沢
保
育
所
冨
永
和
美

V
新
谷
保
育
所
中
井
順
子
V
大
洲
病

院
岩
井
由
美
子
V
大
洲
病
院
谷
川

博
美

退

職

者

V
谷
岡
武
(
総
務
部
長
)

V

石
河
美
明

(
教
育
次
長
兼
社
会
教
育
体
育
課
長
)

V
佐
相
登
子
(
大
洲
病
院
総
婦
長
)

V
村
上
節
子
(
市
民
課
事
務
専
門
員
兼

市
民
係
長
)

V
田
中
ヤ
エ
コ
(
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
調
理
師
)

V
松
田
宏
子

(
柳
沢
保
育
所
主
査
)

V
和
田
順
子

(
市
民
課
主
査
)
V
菊
地
静
江
(
肱
南
保

育
所
保
母
)

防
災
行
政
無
線
を
整
備

四
月
か
ら
放
送
開
始

方包体3戸斤(はり、 きゅう、
あんま、マッサージ)を開

設した者は、法律によって

保健所に届け出をすること

になっています。またその

治療をする者は、免許を有ドヨi給過輪能付俊輔撞盟F問問開明…欄閉山川市協 四設び
しでいなければなりません o ~ l認識語聾轟轟轟匙ふ鐸噂聾聾韓 役かこ月置に! ↑ 錨 所られ -=-~，W-施術所を利用するときは守備和旧な と民避確災 るどか放に日ひ伐
まず免許を持つでいる者が;し六大いながの難で行持ょのら送よか新所

Lで十洲三お、み、迅政にう案、しつら谷親
治療しているかを確認する 3ぃ二地善、可な復速無災に内市てて供地局
ようにしましょう。 ドく年区、ま能さ旧な線害なをのい 、用区

ド言十度に八だにん活災と時りす行た今聞の冨
確認することが困難なと h画以つ多整なに動害合にまる事もま始整士
きは、遠慮なく大訪日保健所j:で降い喜備り伝の情わはしこ 、のでし備山

tす、て、さま達指報せ、たと催の大まを中
へお問い合わせください。 ioj頃は上れしす令ので県 oがしほ洲し行継
宮⑫3165 ~ 次、須てたるを提、の で物か市たい局

~~-で"，，_Jí 整昭司い 0 こ市 f共正防 き

7 

大既線の
川存昭の農市
施和一事で
柳設六元用は
沢(十化問、
地平ーを報か
区野年進無ね
~度め線て

の南事てとか
周久業き市ら
波米とま防大
数・しし災訓I
変菅てた行市
更田は。政農
並・、 無協

利用するみなさんへ



昭和62年5月1日

万一に備えて

地震の対策を

室
出
品

法

五
月
二
一
日
の
憲
法
記
念
日
を
中
心
と

す
る
五
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一
週

間
は
、
憲
法
週
間
で
す
。

日
本
国
憲
法
は
、
「
基
本
的
人
権
の

尊
重
」
を
基
本
原
則
の
一
つ
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
基
本
的
人
権
と
は
、
「
わ

れ
わ
れ
人
聞
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い

おおず広報

週

間

五
月

日

七
日

く
た
め
に
必
要
な
最
も
大
切
な
権
利
」

で
す
。
し
か
し
、
最
近
の
社
会
情
勢
を
見

る
と
、
残
念
な
が
ら
基
本
的
人
権
が
正

し
く
認
識
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い

状
態
で
す
。

ま
ず
相
手
の
立
場
を
考
え
て
豊
か
な

人
間
関
係
を
つ
く
る
よ
う
心
が
け
ま
し

比
内
さ
ん
の
な
か
で
人
権
を
侵
さ
れ
た

り
し
た
方
は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委

員
ま
た
は
法
務
局
へ
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
大
洲
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
次

の
人
で
す
。

地

区
新

谷

」

ノ

引

刊

トぃ

1

J

E
ノ

八
多
喜

大

川

氏

名

矢
野
嘉
彦

磯
崎
邦
夫

玉
木
道
輝

兵
頭
典
次

東
定
一
郎

電

話

E
@
0
4
7
4
 

宮
⑮
3
7
7
3

宮
⑫
3
7
9
4

E
@
0
4
9
3
 

E
⑪
0
0
2
5
 

市
立
大
洲
病
院
で
は
、
市
民
の
要
望

に
応
え
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し

て
四
月
よ
り
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で

の
問
、
内
科
専
門
(
消
化
器
、
呼
吸
器
、

循
環
器
)
外
来
の
診
療
を
開
始
し
ま
し

た。
診
療
日
及
び
担
当
医
師
は
、
次
の
と

甫
お
り
で
す
か
ら
お
気
軽
に
来
院
し
て
く

一
だ
さ
い
。

一

曜

日

押
月
曜
日

甘
火
曜
日

担
当
医
師

佐
々
木
医
長

中
塚
副
院
長

診
察
科
目

消
化
器
系

吸
吸
器
、
血

8 -

疾
系

火
曜
日
寺
岡
医
局
長
循
環
器

木
曜
日
佐
々
木
医
長
消
化
器
系

ま
た
、
長
い
間
空
席
と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
副
院
長
に
三
月
一
日
付
で
中
塚

重
和
内
科
第
一
部
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ
は

都
合
に
よ
り
、
今
月
号

は
休
載
し
ま
す
。
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これだけは知っておこう

A
I
D
S
(
エ
イ
ズ
)
は
、
生
き
て

い
く
た
め
に
ど
う
し
て
も
必
要
な
体
の

抵
抗
力
が
壊
さ
れ
て
し
ま
う
恐
ろ
し
い

病
気
で
す
。

エ
イ
ズ
患
者
は
、
一
九
八
一
年
に
米

国
で
初
め
て
発
見
さ
れ
て
か
ら
、
世
界

中
で
ど
ん
ど
ん
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

今
世
紀
末
ま
で
に
、
ほ
ぽ
一
億
人
が
エ

イ
ズ
で
死
ぬ
可
能
性
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

エ
イ
ズ
を
予
防
す
る
た
め
に
、
次
の

よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

昭和62年5月1日

予

防

方

法

エ
イ
ズ
は
、
食
器
、
飲
み
物
、
プ
ー

ル
、
風
呂
、
手
す
り
な
ど
か
ら
う
つ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は

H

性
的
接
触
山
と
H

血
液
に
よ
る
汚
染
υ

で
す
。
傷
つ
い
た
ヒ
フ
や
粘
膜
に
ウ
イ

ル
ス
を
持
っ
て
い
る
人
の
血
液
や
精
液

が
つ
く
ご
と
で
う
つ
り
ま
す
。

性
的
接
触
の
場
合

V
不
特
定
の
相
手
(
男
性
で
も
女
性

で
も
)
と
の
性
的
接
触
は
避
け
ま

し
ょ
ト
7
0

血
液
に
つ
い
て
の
注
意

V
カ
ミ
ソ
リ
や
歯
ブ
ラ
シ
、
ク
シ
な

ど
血
液
が
つ
き
や
す
い
日
用
品
は
、

自
分
専
用
に
し
ま
し
ょ
う
。

V
注
射
針
な
ど
血
液
が
つ
い
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
も
の
に
は
、
触
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
血
液
が
、
ヒ
フ
や
粘
膜
に
つ
い
た
だ

け
で
は
う
つ
り
ま
せ
ん
。
ヒ
フ
や
粘
膜

に
傷
が
つ
い
て
い
る
場
合
に
危
険
な
だ

け
で
す
か
ら
、
あ
ま
り
ビ
ク
ビ
ク
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

検
査
・
相
談
窓
口

検
査
は
、
血
液
の
中
に
抗
体
(
エ
イ

ズ
ウ
イ
ル
ス
が
体
の
中
に
は
い
っ
た
証

拠
に
な
る
物
質
)
が
あ
る
か
ど
う
か
を

み
ま
す
。
感
染
後
、
約
八
週
た
て
ば
血

液
検
査
(
抗
体
検
査
)
で
判
定
可
能
で

す。
詳
し
く
は
大
洲
保
健
所
宮
⑫
3
1
6

5
か
八
幡
浜
中
央
保
健
所
宮

0
8
9
4

⑫
4
1
1
1
内
線
2
2
5
へ

五
月
は

赤
十
字
運
動
月
間

五
月
は
、
「
赤
十
字
運
動
月
間
」

と
し
て
、
社
員
増
強
、
社
資
募
集
運

動
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

赤
十
字
運
動
の
趣
旨
を
、
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
し
て
、
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

例
年
の
と
お
り
、
各
区
長
さ
ん
を

通
じ
で
h

お
願
い
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
洲
市
の
用
途
地
域
に
つ
い
て
は
、

昭
和
五
十
年
八
月
二
十
日
付
を
も
っ
て

面
積
三
百
三
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
決
定

し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
都
市
計
画
区
域
の
拡
大
と

と
も
に
、
大
洲
バ
イ
パ
ス
、
嵩
一
品
川
改

修
、
街
路
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
用
途
地
域
に
つ
い
て
昭
和
六
十

二
年
三
月
十
六
日
、
次
の
よ
う
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

主
な
変
更
の
内
容

①
柏
木
北
只
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

の
施
行
区
域
内
を
住
居
地
域
に
指
定

②
既
指
定
の
第
一
種
住
居
専
用
地
域
に

お
け
る
隣
地
境
界
線
か
ら
の
後
退
規
制

一
・
五
日
の
削
除

③
三
笠
通
り
国
道
日
号
東
側
な
ど
住
居

地
域
の
一
部
を
商
業
地
域
に
変
更

④
東
大
洲
の
工
業
専
用
地
域
三
十
・
四

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
工
業
地
域

に
変
更
す
る
と
と
も
に
、
次
の
よ
う
に

特
別
工
業
地
区
を
指
定

都
市
計
画
特
別
工
業
地
区
の
指
定

①
指
定
区
域
は
、
東
大
洲
の
工
業
地
域

三
十
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域
を
指
定

②
特
別
工
業
地
区
指
定
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
大
洲
市
都
市
計
画
特
別
工
業
地

区
建
築
条
例
に
よ
り
、
専
用
住
宅
及
び

遊
戯
施
設
、
医
療
施
設
、
著
し
く
公
害

を
発
生
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
企
業
な

ど
を
除
き
、
立
地
可
能
と
な
る
。

用
途
地
域
の
変
更
}一
の
お
知
ら
せ

特
別
工
業
地
区
決
定

)

4

;

な
お
、
用
途
地
域
の
変
更
及
び
特
別

工
業
地
区
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
役

所
内
都
市
整
備
課
で
縦
覧
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
都
市
整
備
課
へ
。

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
3
6
9

用
途
地
域
と
は
土
地
利
用
を
秩
序
づ

け
、
良
好
な
環
境
を
確
保
す
る
た
め
都

市
計
画
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る

も
の
で
住
居
地
域
、
商
業
地
域
、
工
業

地
域
な
ど
の
八
種
類
が
あ
り
ま
す
。

用
途
地
域
で
は
、
建
築
物
の
高
さ
、

建
ぺ
い
率
な
ど
の
制
限
が
さ
れ
ま
す
。

変更のあった用途地域

(一部)

面 積 (ha)
種類

変更前 変更後

住居地域 125.9 130.7 

商業地域 29.5 35.9 

工業地域 30.4 

- 9 

~T 

正

先
月
(
四
月
)
号
の
五
ペ
ー
ジ
で
老

人
保
健
法
改
正
の
中
で
、
外
来
の
場
合

の
負
担
金
を
一
日
八
百
円
と
し
て
い
ま

し
た
が
一
月
八
百
円
と
訂
正
し
て
お
わ

び
い
た
し
ま
す
。
(
入
院
の
場
合
は
、

日
額
四
百
円
、
外
来
は
一
月
八
百
円
)



つ
つ
じ
ま
つ
り
を
前
に

富
士
山
公
園
に
遊
具
を
設
置

い
~
一
九
円
山
欝
級
機
鰍
冨
士
山
で
家
族
ぐ
る
み
で
遊
べ
る
よ
す
が
、
子
供
た
ち
の
遊
び
場
が
出
来
て

…jc
w十
麟
燃
機
プ
ぷ
う
に
と
昨
年
七
月
に
工
事
着
工
し
た
白
つ
つ
じ
ま
つ
り
も
一
層
楽
し
く
盛
り
上

ム
バ
滅
織
糊
鱒
機
鱗
瀦
綴
由
広
場
が
、
三
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
昨
泌
総
欝
線
機
懇
広
場
の
面
積
は
、
四
千
四
百
平
方
灯
、

ふ

議

議

欝

饗

隣

接

し

て

駐

車

場

も

整

備

さ

れ

、

主

計
約
料
錦
織
機
臨
機
機
織
鱗
織
機
費
は
五
千
六
百
八
十
万
円
、
次
の
よ
う

ぷ

会

畿

機

鱗

綴

惑

な

遊

具

を

備

え

て

い

ま

す

。

ぷ
袖
灘
間
鱗
繍
鰍
機
畿
鱗
綴

V
ザ
イ
ル
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ト
品
購
総
議
機
鱗
議
機
織

V
す
べ
り
台

ミ
本
側
議
鰯
議
V
ブ
ラ
ン
コ

革
問
肝
搬
麟
鰍
臨
機
嫌
機
機
織
機
鱗

V
ク
ル
ク
ル
パ
ト
ロ
ー
ル

i

ぺ
縦
機
鰯
織
機
鰍
総
務
ま
た
、
ベ
ン
チ
や
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
ト
、

被
織
機
綴
織
機
織
綴
水
飲
み
場
、
も
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

畿

錦

織

機

議

ゴ

ー

ル

デ

ン

ウ

ィ

ー

ク

に

は

、

十

万

鰍
麟
議
議
機
織
幾
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
う
冨
士
山
公
園
で

一

奥

さ

ん

虫

の

多

さ

に

ピ

ッ

ク

リ

川

、

J
j
J
1

三一
1

1

一υ
い込

時

.

i

列

z-
〈

5
1
1
1

イ

i

り
し
ま
し
た
。
大
き
い
ク
モ
や
カ
マ
問

一

訪

問

必

八

多

喜

久

保

留

美

子

さ

ん

(

泊

歳

)

キ

J
i
ど
が
出
る
と
、
驚
い
て
初
め
一

向

1

1

1

は
大
騒
ぎ
し
て
い
ま
し
た
。
角

奇
襲
撃
還
難
舗
麹
額
融
盟
関
灘
騒
童
V

北
海
道
の
札
幌
市
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

V

北
海
道
で
は
、
半
袖
を
着
る
の
も
叩

孟

輔

鱒

麟

離

瞳

覇

離

γ

王
人
(
徳
一
さ
ん
)
と
は
、
私
が
札
幌
二
ヵ
月
ぐ
ら
い
で
、
泳
げ
る
の
も
二
柄

拘
醐
糊
麟
醐
離
麟
轍
輔

A
J
「
U
J刊
の
旅
行
代
理
屈
に
勤
め
て
い
て
、
王
人
週
間
ほ
ど
で
す
。
気
候
的
に
は
、
こ
吋

向
輔
鵬
欄
鱗
麟
輔
醐
醐
醐
醐

v
i
w

、
が
お
客
と
し
で
き
た
の
が
き
っ
か
け
で
ち
ら
は
四
季
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
部

却
麟
麟
繍
麟
麟
醐
醐
購
麟
欄
繍
灘
轍
鱗
織
w
w
知

り

合

い

ま

し

た

。

季

節

感

が

あ

り

ま

す

ね

。

間

平

購

輔

国

議

謬

緩

畿

ふ

V
大
洲
に
は
、
昭
和
六
十
年
五
月
に
来

V
北
海
道
に
は
果
物
が
あ
ま
り
あ
り
判

的鶴舞
J
J
J
J緩ま
し
た
が
、
山
が
多
く
て
田
舎
だ
な
と
ま
せ
ん
が
、
ご
ち
ら
は
何
で
も
で
き
時

間
轟
麟
Tiv-…
j
¥
議譲い一川一つ
J
R
-

勺

i
d
-
-
4
E
一

;
y
j

一
一
パ
ソ

f

却

さ
鍋
鶴
鶴
間
ム

p
h
J
V
織

機

綴

思

い

ま

し

た

。

る

ん

で

す

ね

。

時

問

機

轟

罫

轟

警

欝

懇

V
北
海
道
に
は
、
J

ゴ
キ
ブ
リ
も
い
な
く

V
志
徳
(
一
歳
)
は
、
視
野
の
広
い
間

相
ヴ

:
j
L義
弘
域
一
《
グ
綴
鱗
簿
議

7
1
;
:
)
J
-
J
3
-
i
J
;
j
一

一

:

コ

射

的問

ι

)

、
麟
機
騒
綴
て
虫
も
あ
ま
り
目
に
つ
か
な
い
の
で
す
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
間

昭和62年5月1日
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三
の
丸
並
木
道
も
完
成

国
土
庁
所
管
の
H

花
と
緑
の
都
市
モ

デ
ル
地
区
整
備
事
業
ο

で
、
昨
年
九
月

か
ら
工
事
を
進
め
て
い
た
三
の
丸
並
木

道
も
三
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

事
業
費
は
二
千
八
百
六
十
万
円
、
長

さ
百
十
日
、
幅
は
車
道
四
灯
、
歩
道
一

1
二
日
の
も
の
で
白
の
築
地
塀
、
カ
ラ

ー
ブ
ロ
ッ
ク
舗
装
、
ベ
ン
チ
、
照
明
灯

が
あ
り
、
近
く
の
人
も
「
と
て
も
き
れ

い
に
な
っ
た
し
と
好
評
で
す
。

新
刊
図
書
案
内

浜
田
泰
介
水
彩
画
集

四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
め
ぐ
り

戦
国
人
名
事
典
阿
部
猛
・
他
編

諸

葛

孔

明

林

田

慎

之

助

著

ビ
ア
ト
リ
ク
ス
・
ポ
タ
!
の
生
涯

M
-
レ
イ
ン
著

現
代
中
国
の
外
交
A
-
パ
l
ネ
ッ
ト

ご
れ
が
売
上
税
だ
/
山
本
守
之
著

日

本

人

の

仕

事

鎌

田

慧

著

メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
盛
田
昭
夫
著

誤
訳
さ
れ
る
日
本

B
了
ン
ロ
ニ
!
著

社
会
教
育
の
終
駕
松
下
圭
一
著

心
に
の
こ
る
建
築
藤
岡
通
夫
著

二
世
帯
住
宅
の
ノ
ウ
ハ
ウ吉
田
桂
一
著

く
ら
し
の
色
え
ん
ぴ
つ
西
村
玲
子
著

コ
カ
・
コ

l
ラ
の
英
断
と
誤
算

T
-
オ
リ
ヴ
ァ

l
著

書

の

百

科

近

藤

大

鳳

・

他

著

振
り
か
え
る
の
は
ま
だ
早
い
杉
村
春
子
著

振
り
向
い
た
ら
負
け
や
宗
茂
・
猛
著

マ

ン

ガ

青

春

記

中

島

梓

著

四
季
・
波
留
子
上
・
下
五
木
寛
之
著

熊

を

放

つ

村

上

春

樹

著

彼

岸

花

今

井

美

沙

子

著

砂

の

界

へ

岸

恵

子

著

交
換
教
授

D
・
ロ
ッ
ジ
著

子
供
の
領
分

M
・
ウ
ィ
テ
ィ
ッ
グ
著

黒
の
過
程

M
・
ユ
ル
ス
ナ
l
ル
著

こ
ど
も
の
読
書
週
間

K
I
V
A

『
ア
/
い
い
本
み
l
つ
け
た
』

10ー



昭和62年5月1日

v ウ飼い開幕に向けて
ウのトレーニング

3月18日、緑地公園下の河原で夏のウ伺
い閉幕に向けて、ウのトレーニングが始ま

りました。

ウ匠の三瀬秋俊さんらが、ウ14羽を河原

に連れ出すと、ウはf寺ちかねたように水の
中へ飛び込んで行きました。 4月には新ウ
5羽が加わり、 6月 1日のウ飼い閉幕まで
トレーニングが続けられます。

広報おおず

A 新しいコミュニティづ‘くりを目指して
大洲市コミュニティ推進大会

3月 6目、市役所 2階大ホールで昭和61年度大洲市コミ
ュニティ推進大会が聞かれました。

今回は、コミュニティ推進優良者として次の 6人が表彰
を受けました。(敬称略)

砂深井英雄(久米)惨武田清繁(肱北)惨岡村進(肱北)惨都

築長義(八多喜)惨匂を愛する会、代表白石成子、会員 5

人(肱南)砂仙味エキス(楠代表援島一治従業員35人(平野)

v今年も水性生物を調査

仰メ3を
ズ町、rr
戸 AQ
U@])] 

肱川をきれいにする協議会(近田宣秋会長)は、 3月16
日、市役所大ホールで総会を聞き、昭和62年度の事業計画

を決めました。
昨年に引き続いて水生生物による水質調査やポスター原

画の募集をすることを決定し、その後に新田高等学校教諭

桑田一男先生の講演が行われ、 「肱川をきれいにするには

どうすればよいか」、関係者約50人は熱心に聴き入っていま

した。

一一 11 ー

A コイ 300匹を肱川に放流
大~j'i'lを;幸和野のようにコイの住む美ししミ
町にと肱南まちづくり推進委員会は、 3月

19日、コイ 300匹を城山下の肱川に放流し

ました。
小学校の卒業記念も兼ねて大洲小学校の

6年生80人が、子に手にニシキゴイを持ち
肱川にコイを放しましたが、子供たちは、

コイが水中に消えてゆくのを名残り惜しそ

うに見守っていました。
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乳

幼

児

健
康
診
断

実

施

日

該

当

者

5
月
7
日
(
木
)
昭
和
白
年
ロ
月
生
※

5
月
ロ
日
(
火
)
昭
和
白
年
9
月
生
※

5
月
刊
日
(
木
)
昭
和
的
年
目
月
生

5
月
四
日
(
火
)
昭
和
白
年
6
月
生
※

5
月
初
日
(
火
)
昭
和
日
年
4
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
1
日
時
却
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
健
康
子
帳

婦
人
が
ん
検
診

(
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
)

実

施

日

場

所

5
月
お
日
(
木
)
八
多
喜
連
絡
所

5
月
白
日
(
金
)
柳
沢
連
絡
所

検
診
内
容
(
)
内
は
料
金

相談ごと案内
いず、れも無料です。お気軽に

ご利用ください。

惨交通事故相談

と き 5月 8日 10日寺--15日寺

5月20日。

ところ 市役所別館 3階会議室

砂人権相談

と き 5月20日 13日寺~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配こと相談

とき 5月 1臼

5月11日

5月25日

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

砂行政相談

と き 5月20日 9 H寺~12日寺

ところ 市役所 1階会議室

急がれる時は、電話で相談し

てくだ、さい。 E⑪ 3794(玉木)

険社会保険相談

と き 5月20日 10日寺 ~16日寺

ところ 大洲商工会議所

担当 松山西社会保険事務所

砂医師・栄養士による健康相談

と き 5月28日 13ff寺一15日寺

ところ 大洲市保健センター

対象 40歳以上の人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館(東大洲)

宮⑪6100 大洲福祉会

館(新谷)宮⑫0947

惨不動産無料相談

と き 5月15日 9 日寺~16日寺

ところ 宅建協会大洲支部(フ

ヂエダ花庖 2階、常磐町4) 

おおず広報

子
宮
が
ん
検
診

(
7
0
0
円
)

乳
が
ん
検
診

(
2
0
0
円
)

受
付
時
間
日
時
i
H
時

母
親
へ
司
市
y
b
h
)

a
'
F
k
z
nあ約十
j

t

z

学

級

g
f
h
q
p
¥

初
め
て
妊
娠
し
た
人
を
対
象
に
実
施

し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。実

施

日

内

容

5
月
日
日
(
金
)
妊
娠
中
の
保
健

5
月
却
日
(
金
)
妊
娠
中
の
栄
養

6
月
ロ
日
(
金
)
ラ
マ
!
ズ
法

6
月
初
日
(
火
)
歯
の
衛
生

7
月
刊
日
(
金
)
衣
類
の
準
備

7
月
白
日
(
金
)
産
後
の
保
健

時

間

日

時

1
日
時
(
5
月
目
口
は

9
時
1
日
時
)

大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

5
0
0
円

末ヰ士暴
金所

13時~16時
。

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

5
月
7
日
(
木
)

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院

9
時
初
分

1
ロ
時

N
T
T
大
洲
電
報

電
話
局

建
設
省
大
洲
工
事

事
務
所

3
土
寸

1
4上
寸

O
¥ワ

-
H
3ノ
ヌ

5
主
寸

1
6土
寸

0
1ワ

ー
よ
ロ
μ

1

よロ
μ
q
u
ノーノ

経
口
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

小
児
マ
ヒ
予
防
の
た
め
、
経
口
生
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
を
次
の
よ
う
な

日
程
で
行
い
ま
す
。

免
疫
を
つ
く
る
た
め
、
該
当
す
る
人

は
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

該
当
者
(
次
の
期
間
に
生
ま
れ
た
人
)

1
回
目
昭
和
白
年
7
月
1
日
か
ら

昭
和
臼
年
1
月
白
日
ま
で

昭
和
白
年
2
月
1
日
か
ら

昭
和
白
年
6
月
初
日
ま
で

2
回
目

追
加
者
生
後
3
ヵ
月
か
ら
必
ヵ
月
ま

で
の
乳
幼
児
で
、
今
ま
で
に
2
回
服
用

で
き
な
か
っ
た
人
。

実
施
日
5
月
幻
日
(
水
)
連
絡
所
管
内
の
人

5
月
お
日
(
木
)
旧
大
洲
町
の
人

時
間
日
時
却
分
l
H
時

場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
健
康
手
帳
、
問
診
票
の

な
い
人
は
認
印

料
金
無
料
で
す
。

5
月
3
日

(
日
)

沢
井
小
児
科
(
中
村
)

宮
⑪
7
5
3
0

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

宮

(
ω
4
5
5
1

亀
井
小
児
科
(
東
大
洲
)

宮
(
旬

3
7
5
7

市
立
大
洲
病
院
(
鉄
砲
町
)

宮

(
ω
2
1
5
1

池
田
泌
尿
器
科
(
東
大
洲
)

宮

(
ω
3
1
0
0

5
月
4
日

(
月
)

5
月
5
日

(
火
)

5
月
日
日
(
日
)

5
月

η
日

(
日
)

5 
(月
日 24
)日

5
月
況
日

(
日
)

市
立
大
洲
病
院

宮
⑫
2
1
5
1

清
家
産
婦
人
科
(
東
大
洲
)

告

(
ω
6
8
6
8

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

泉
内
科
(
東
大
洲
)

宮

(
ω
6
4
0
7

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

松
元
産
婦
人
科
(
中
村
)

宮
⑪
3
0
6
7

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

石
川
内
科
(
若
宮
)

E
@
3
3
0
6
 

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1
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歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

内

容

5
月
加
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

5
月
訂
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮
⑫
3
1
6
5

軽
..0..‘ 納

自 7 期
月lま

動 の6 
納税月 車

1 
手見日
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